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「世界史のテストに出そうな問題。」 
難易度：低～中程度 

I.十字軍運動 

(1) 1095 年に十字軍の派遣を決定した会議は何というか。また、それを主催した教皇の名前を答えよ。 

(2) 十字軍の運動に関する背景について述べよ。 

(3) 十字軍の参加者(教皇、国王･諸侯･騎士、商人、農奴)の狙いについて述べよ。 

(4) 次の表中の空白部分を埋めよ。また、下線部について後の問いに答えよ。 

回 参加者 契機 結果 

1 仏・南伊の諸侯や騎士約( ① )人 ( ② )朝の聖地占領 聖地回復、十字軍国家建設 

2 略 ( ② )朝の勢力回復  攻撃に失敗、帰国 

3 皇帝（    ③    ）ら ( ④ )による聖地占

領 

聖地回復に失敗も、( ⑤ )が

講和し、巡礼の安全確保 

4 略 ( ⑥ )の提唱 (     ⑦     [説明]) 

5 皇帝( ⑧ )ら エジプトの聖地占領 ( ⑨ )で聖地一時回復 

6 ( ⑪ )を攻撃→失敗 

7 
(    ⑩    ) 

 

( ⑫ )を攻撃→失敗 

問い：下線部のうち、ひとつ名称を挙げよ。 

(5) 十字軍の政治への影響について述べよ。 

(6) 東方との接触から、東方世界の文化の流入が起こり、ヨーロッパで発生した文化的出来事を何というか。 

II.中世都市の繁栄 

(1) 北海・バルト海商業圏によって扱われていた商品を 5 つ挙げよ。また、圏内の都市を 3 つ挙げよ。 

(2) シャンパーニュ地方が発達した経緯について述べよ。 

(3) ドイツにおける、自由都市について簡潔に述べた、ことわざを答えよ。 

(4) ドイツの自由都市となる条件について述べよ。 

(5) 北イタリアで結ばれた都市同盟に加盟する都市が集中するのは何地方か。 

(6) 市場の独占により、自由競争を抑えるために発足した組織を何と言うか。 

(7) アウグスブルクとフィレンツェの大富豪の家名を答えよ。 
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III.封建社会の変動 

(1) アナーニ事件について人物名を踏まえて説明せよ。 

(2) 教皇がフランス王権の圧力を受け、教皇庁を南フランスに移したことについて次の各問いに答えよ 

A) このときの教皇の名前を答えよ。 

B) 教皇庁はどこに移ったか。 

C) このことを俗に何と言うか。 

(3) 教会改革運動について次の各問いに答えよ。 

A) オックスフォード大学教授で教会の財産保有を糾弾し、聖書の英訳も行った人物は誰か。また、彼はあ

ることを理由に教皇を「反キリスト」と断定した。そのあることとは何か。簡潔に説明せよ。 

B) A の人物の影響を受け、聖職売買や聖職者の堕落を糾弾した人物は何大学教授の何と言う人物か。 

(4) 14 世紀のイギリスとフランスで起こった農民一揆の名称と反乱の指導者の名前を答えよ。 

(5) イギリス・フランス・西南ドイツなどで、農奴が農奴身分から解放されたのはなぜか。 

IV.イギリスとフランス 

(1) イギリスの封建社会は当初から王権が強かったが、その理由は何か。 

(2) イギリスにおいてフランスから王を迎え入れて成立した王朝は何王朝か。 

(3) ジョン王の不当な重税に対して、貴族が反乱を起こして、認めさせたものは何か。 

(4) (3)を無視したヘンリ 3 世に対して、貴族を率いて反乱を起こした人物は誰か。 

(5) スコットランド遠征のための軍資金の調達のために開かれた議会の名前とそのときの王を答えよ。 

(6) フランス王で南仏の異端のカタリ派討伐した王は誰か。また、このことを何と言うか。 

(7) フィリップ 6 世によって始められたフランスの王朝名を答えよ。 

(8) 百年戦争のイギリスの口実と目的を答えよ。 

(9) イギリスの百年戦争前半の優勢を象徴する戦いは何か。 

(10) イギリスのエドワード黒太子がフランス王ジャン 2 世を捕らえた戦いは何か。 

(11) イギリスに追い詰められたフランス王について次の各問いに答えよ。 

A) この人物は誰か。 

B) 王のもとに現れた人物の名前とその人物が包囲を解いた町の名前を答えよ。 

(12) 結局、イギリスはこの戦争に敗れ、ヨーロッパ本土から撤退したが、唯一保持した町はどこか。 

(13) この後、起きたバラ戦争について述べよ。また、どっちが赤バラでどっちが白バラか。 
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V.スペイン・ポルトガル 

(1) イベリア半島北部のキリスト教徒による領土の回復運動をカタカナで何というか。 

(2) スペイン王国の成立について説明せよ。(人物名には、肩書きをつけること) 

(3) イスラーム勢力最後の拠点の都市名を答えよ。 

(4) ポルトガルはどこから独立して成立したか。 

(5) ポルトガルの王で貴族の反乱を鎮圧し、王権の強化を努めた国王は誰か。 

VI.ドイツ・スイスイタリア・北欧 

(1) 神聖ローマ帝国のシュタウフ朝の断絶の後に訪れた政治的混乱について次の各問いに答えよ。 

A) この政治的混乱の時代を何と言うか。 

B) これを鎮めた皇帝は誰か。 

C) この人物の発布した命令は何と呼ばれるか。また、その内容を説明せよ。 

(2) スイスが事実上、神聖ローマ帝国から独立した和約を何と言うか。また、国際的に独立が承認された条約は

何か。それぞれ答えよ。 

(3) イタリアの諸都市の内部で発生した教皇党と皇帝党をそれぞれカタカナで答えよ。また、それらの発生した理

由を簡潔に答えよ。 

(4) デンマーク・スウェーデン・ノルウェーの北欧 3 国の間で結ばれた同盟の名前を答えよ。また、誰の主導によ

るものであるか、どのような形態のものであったかを簡潔に答えよ。 

ＶＩＩ.ヨーロッパ中世文化 

(1) 次の表の空欄部分を埋めよ。(「」はキーワード、『』は作品名など) 

 人物名 説明 

アルクィン 英国出身の神学者。カール大帝の宮廷に招かれ(A)と(B)を融合。「(C)」 

アンセルムス カンタベリ大司教。「(D)論」 

アベラール フランスの騎士。「(E)論」 

(F) ドミニコ修道会士。アリストテレス哲学を導入し、信仰と理性を調和。『(G)』 

(H) 英国出身の哲学者。(I)科学の影響で経験を重視。自然科学の先駆者。 

ス
コ
ラ
学 

(J) 英国出身の神学者。理性と信仰を区別。 

 

(2) 中世において進学が最高の学問であったことを示すことわざを記せ。 



 4 

(3) 次の表の空欄部分を埋めよ。([ ]は地名) 

建築様式 特色 代表的建築物 

(A) (B)の公共建築を継承。長方形の平面、(C)、高窓 サンタ=マリア=ジョーレ聖堂[(D)] 

(E) 4～8 世紀、東欧中心。(F)(正十字)または方形の平面と

(G)、八角屋根。内部には(H)。 

( I )[( J )] 

サン=マルコ聖堂[ヴェネツィア] 

サンヴィターレ聖堂[ラヴェンナ] 

(K) 11～(L)世紀、南欧中心。(M)の平面、石造の(N)、(O)(半

円状のアーチ)、厚い壁、小さな窓。重厚な安定感は(P)を

象徴。 

(Q)修道院(仏)、(R)大聖堂(伊)、

(S)大聖堂(独)、など。 

ゴシック式 (T：発達時期、中心地、特徴を挙げ、何を象徴しているか

も説明すること) 

(U)大聖堂(仏)、(V)大聖堂(仏)、

(W)大聖堂(独)、など。 

 

(4) 中世の大学であるユニヴァーシティー(University)とカレッジ(College)の違いを説明せよ。 

 

本問題に関して-----About this collection of questions 

(1)この「世界史のテストに出そうな問題。(以下、本問題)」の作成には、次の書籍を用いた。 

 ・詳説世界史(山川出版) ・新課程用 世界史 B 用語集(同左) ・最新世界史図表(第一学習社) ・総合世界史図

説二十二訂版(帝国書院) (2)今回の本問題の難易度が、低～中程度であるため、先に記述した書籍のうち複数に

記載されている事柄についてのみ出題を行ったつもりである。 (3)問題文、あるいはその他文章の中の外国語で、

日本語での表記が複数あるものについては、問題作成者の好みによってその表記の選択を行った。なお、解答は、

その他の表記を用いても、相違なければ可とする。 (4)配点は、作成者の好みで行っている。したがって、その問

題の重要性と配点が必ずしも一致しているとは限らない。(5)本問題作成者は、本問題の著作権は一切放棄して

いない。したがって、作成者に無断で複製・改ざんを行うこと、第三者に譲渡することは、これを一切認めない。(6)

本問題により、本問題を解答した者に、何らかの損害が生じても、作成者は一切の責任を持たないものとする。 
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